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O 剖 」 二 一 知 議 ' 謀 略 閣 岡 山 m -迫 田 町 4 4 溢 泊 一 ミ u l 雲 命 日 片 同 斗 か 泊 四 一」

( 決 闘 鶏 )

O 制 三 一 滴 選 叶 糊 丹 羽 川削 嵐 山 需 品 連 首 4 4 溢 酒 一」 3 l 費 時 四 片 岡 斗 山 山 述

国 一 」 ( 識 調 糠 議 錨 )

油 〉
田

石 川 県 漁 港 管 理 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 二 十 九 年 三 月 三 十 日

石 川 県 知 事 谷 本 正

石 川 県 規 則 第 十 五 号

石 川 県 漁 港 管 理 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

石 川 県 漁 港 管 理 条 例 施 行 規 則 ( 昭 和 三 十 三 年 石 川 県 規 則 第 四 十 六 号 ) の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 十 三 条 を 第 十 四 条 と す る 。

第 十 二 条 中 「 別 記 第 七 号 様 式 」 を 「 別 記 第 八 号 様 式 」 に 改 め 、 同 条 を 第 十 三 条 と す る 。

第 十 一 条 を 第 十 二 条 と し 、 第 十 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

( 使 用 料 等 の 減 免 又 は 分 納 )

第 十 一 条 条 例 第 十 三 条 第 二 項 ( 条 例 第 十 三 条 の 二 第 三 項 に お い て 読 み 替 え て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 次 項 に お い て 同

じ 。 ) に 規 定 す る 特 別 の 理 由 は 、 次 に 掲 げ る 理 由 と す る 。

一 公 用 若 し く は 公 共 用 に 供 す る た め 又 は 公 益 の 増 進 に 資 す る た め 利 用 し 、 又 は 占 用 す る も の で あ る こ と 。

二 利 用 又 は 占 用 に 係 る 甲 種 漁 港 施 設 が 災 害 に よ り そ の 目 的 を 達 す る こ と が で き な く な っ た と 認 め ら れ る こ と 。

三 前 二 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 知 事 が や む を 得 な い と 認 め る 事 情 が あ る こ と 。

2 条 例 第 十 三 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 使 用 料 等 の 減 免 又 は 分 納 を 受 け よ う と す る 者 は 、 条 例 第 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に

よ る 届 出 又 は 条 例 第 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 許 可 の 申 請 の 際 に 、 別 記 第 七 号 様 式 に よ る 使 用 料 等 減 免 ( 分 納 ) 申

請 書 を 知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

別 記 第 二 号 様 式 中 「 連 」 を 「 鶏 」 に 改 め 、 同 様 式 備 考 を 次 の よ う に 改 め る 。

議 持 H 「 4 4 M伊 3 正 翰 」 謹 一 什 E J H 4 寸 志 3 当 潜 坤 「 八 耳 目 片 瀬 d H
け a U 3 黙 想 河 口 汁 益 見 ) 歯 五 一 - 3 国 一 」 仲 間 鱒 斗 か μ 什 。

N H 4 寸 志 3 塑 瀬 河 耳 目 片 瀬 3 縞 吟 一 n v dペ 江 市 3 川 村 田 園 d M 川 浩 守 対 湖 図 d 需 軍 団 図 J 慈 一場 回 図 同 0 4 鞠 怖 図 品 川 d Hけ

号 、 υ 箔 週 M 州 立 比 い 益 見 ) 讃 五 一 - 3 緬 ゆ - H V J ペ ロ 司 法 3 縞 型 冷 酒 。 守 一 円 「 汁 川 布 団 図 同 O A 4 4 U伊 3 肉 片 時 3 U 刷 望 川 方 部 図 即

時 刻 ヰ 斗 か 什 什 。

別 記 第 四 号 様 式 中 「 濡 」 を 「 議 」 に 、 日 を

「 雨明

司 持 」 リ 」 雨 明

Z 4 U 7 0  
に 改 め

事 仲 」 リ 」

江耳 白 砂 ν A V 江耳 II
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江耳 〉耳 II
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考 を 次 の よ う に 改 め る 。

裁 判 H ※ 吾 一 件 ' 来 設 課 め 脅 迫 斗 向 日 縞 吟 戦 意 章 一 円 市 測 が 仲 潮 時 打 開 u f 斗 か れ い ~川 。

N U 2 適 3 細 川 司 め 童 市 ) す 打 「 汁 利 回 図 同 q u肯 一 」 迫 3 阿 部 3 湘 謹 洗 剤 図 ( 市 対 悪 鞭 品 川 市 尚 道 斗 以 縞 ゆ 打 。 r J ぺ 存 料 望 株

鵡 図 州 事 〈 0 ) 品 川 勢 ヰ J 叶 内 m H い 汁 。

ω 議 ' 意 史 学 3 意 章 一 円 、 U F J ぺ E d 側 副 司 打 差 嚇 耳 東 時 3 J「 遺 骨 品 川 論 。 μ い 什 。

別 記 第 五 号 様 式 中 「 連 」 を 「 燕 」 に 改 め 、 同 様 式 に 備 考 と し て 次 の よ う に 加 え る 。

議 叫 岬 H E 週 、 ) 縞 吟 一 n v oぺ 立 に 凶 週 、 ) 瀦 当 時 居 沼 市 ) す 打 「 汁 利 回 図 同 O A 叶 迫 3 同 銀 3 精 華 法 部 図 品 川 d H 4 寸 志 3 当 糊 m d
[
'
v
 

憲



同 有 国 持 N 由 有 印 } 4 u c E ( 対 語 司 ) 剖 期 ミ主緬 bラ d
担

国 片 幣 d 越 潜 同 一 件 栗 山 州 3 緬 ゆ - H V O ぺ 江 市 丸 ) 川 村 田 図 d 判 登 川 河 湖 図 J 需 際 司 回 国 J 慈 雪 国 図 同 0 4 朝 協 図 品 川 顎 ヰ 斗 利 引

い ~ 川 。

N 側 部 一 円 主 嚇 理 市 対 』 時 3 吋 藷 品 川 論 。 μ い 什 。

別 記 第 七 号 様 式 を 別 記 第 八 号 様 式 と し 、 別 記 第 六 号 様 式 の 次 に 次 の 一 様 式 を 加 え る 。

宝 出 獄 吋 中 燕 刊 行 ( 潤 ニ ぬ か 富 市 対 )

海 通 草 抑 制 葺 治 ( w w 主 岳 部 嚇

4有 と田

制 ヱ 一 } 畑 違 例 燕

丑 却 時 昨 耳 ( 務 〉 一 n v oぺ E d 仙 川 汁 向 山 側 誠 司 司 3 軍 刑 問 荏 )

知 的 ( 跨 〉 一 n v oぺ 耳 d k m 勢 同 O A 4 A 刷 用 時 、 ) 知 的 ) ③

市 川 通 草 機 応 ) 事 治 ( ゆ 主 ) 品 川 剛 一 ヰ 汁 τ 3 d d 削 工一 滴 慈 務 時 崎 叫 が き 鴻 広 治 瀦 N 泊 見 ) 溢 尚 一 H I 円 。 岳 部 「 持 斗 。
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附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 二 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

石 川 県 地 方 競 馬 実 施 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 二 十 九 年 三 月 三 十 日

石 川 県 知 事 谷 本 正

石 川 県 規 則 第 十 六 号

石 川 県 地 方 競 馬 実 施 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

石 川 県 地 方 競 馬 実 施 条 例 施 行 規 則 ( 昭 和 五 十 二 年 石 川 県 規 則 第 十 八 号 )

第 三 十 九 条 第 一 項 中 「 三 十 分 」 を 「 五 十 分 」 に 改 め る 。

第 五 十 二 条 中 「 長 さ 七 十 七 セ ン チ メ ー ト ル 以 上 」 を 「 知 事 が 別 に 定 め る む ち 以 外 」

第 五 十 六 条 第 二 項 を 削 り 、 同 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

第 五 十 六 条 の 二 裁 決 委 員 は 、 第 六 十 二 条 の 三 第 三 項 の 規 定 に よ る 着 順 確 定 前 に 、 出 走 し た 馬 に つ き 次 の 各 号 の い ず

れ か に 該 当 す る 事 由 が あ る と 認 め た と き は 、 当 該 馬 の 騎 手 は 落 馬 し た も の と す る 。

一 競 走 中 、 当 該 馬 が 転 倒 し 、 又 は 当 該 馬 に 騎 乗 す る 騎 手 の 身 体 の 一 部 が 地 面 に 触 れ た と き 。

二 当 該 馬 の 鼻 端 が 決 勝 線 に 到 達 し た 時 に 、 当 該 馬 に 騎 乗 す る 騎 手 の 身 体 が 当 該 馬 及 び 当 該 馬 の 装 具 の い ず れ か ら

も 離 れ て い た と き 。

2 騎 手 は 、 落 馬 し た 場 合 は 、 競 走 を 継 続 し て は な ら な い 。

第 五 十 八 条 の 前 の 見 出 し を 削 り 、 同 条 に 見 出 し と し て 「 ( 到 達 順 位 ご を 付 し 、
の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

に 改 め る 。

同 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。
II
I 
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同 有 国 持 N 由 有 印 } 4 u c E ( 対 語 司 ) 剖 期 d
担緬 bラ

( 決 勝 線 に 到 達 し た と み な さ な い 場 合 )

第 五 十 八 条 の 二 裁 決 委 員 は 、 第 六 十 二 条 の 三 第 三 項 の 規 定 に よ る 着 順 確 定 前 に 、 出 走 し た 馬 に つ き 、 騎 手 が 落 馬 し

た 場 合 又 は 裁 決 委 員 が 当 該 馬 に つ い て 競 走 の 継 続 が 困 難 で あ る と 認 め た 場 合 は 、 当 該 馬 は 決 勝 線 に 到 達 し た 馬 と み

な さ な い も の と す る 。

2 裁 決 委 員 は 、 騎 手 が 落 馬 し 、 又 は 裁 決 委 員 が 当 該 馬 に つ い て 競 走 の 継 続 が 困 難 で あ る と 認 め た 馬 が あ っ た 場 合 に

は 、 直 ち に そ の 旨 を 発 表 し な け れ ば な ら な い 。

第 五 十 九 条 に 見 出 し と し て 「 ( 到 達 順 位 の 発 表 ご を 付 す る 。

第 七 十 二 条 第 一 項 第 二 号 中 「 か ら 第 五 十 七 条 ま で 」 を 「 、 第 五 十 六 条 、 第 五 十 六 条 の 二 第 二 項 、 第 五 十 七 条 」

め る 。
附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 二 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。
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